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粟
（
懐
徳
堂
記
念
會
）

森
鴫
外
の
翻
膵
に
つ
い
て

ー
釦
興
詩
人
か
ら
ー

明
治
期
の
民
衆
敦
育

大
阪
會
談
前
後

彙

報
報

阪

大

敦

授

川

口

朗

先

生

阪

大

敦

授

駒

田

錦

一

先

生

阪

大

敦

授

梅

漢

昇

先

生

中
田
勇
次
郎
先
生

宮
本
叉
次
先
生

0
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
澤
潟
久
敬
氏
評
議
員
就
任

0
記
念
祭
典
昭
和
四
十
三
年
十
月
十
二
日
（
土
）
東
属
北
濱
三
丁
目
本

會
（
適
熟
内
）
に
於
て
、
午
後
一
時
半
よ
り
記
念
祭
典
執
行
、
終
っ
て
大

阪
大
學
敦
授
和
田
誠
三
郎
氏
の
「
逹
理
堂
由
来
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
っ

こ。t
 
0
秋
季
講
座
十
月
二
十
一
日
（
月
）
よ
り
二
十
六
日
（
土
）
ま
で
、
本

會
及
び
大
阪
大
學
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
援
で
、
大
阪
大
學
松
下

會
館
四
階
會
議
室
に
於
て
、
毎
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、
第
三
十

六
回
悛
徳
堂
講
座
開
講
、
聴
講
者
延
二
百
名
。

演
題
と
講
師

明

治

時

代

の

大

阪

の

工

業

阪

大

敦

授

明
治
時
代
の
書
に
お
け
る
態
統
と
革
新
京

都

美

大

敦

投

昭
和
四
十
三
年
十
月
十
二
日
懐
徳
會
記
念
會
の
恒
祭
に
参
列
奉
仕
し

た
。
同
日
恨
撼
三
十
九
就
骰
行
。

十
月
二
十
七
日
會
員
田
中
吉
太
郎
氏
死
去
。

氏
は
多
年
隠
講
生
と
し
て
、
諧
座
に
列
し
て
居
ら
れ
た
が
老
衰
の
故
に
て

他
界
さ
れ
た
。
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

十
月
三
十
一
日
維
持
會
員
澤
美
枝
女
史
よ
り
御
好
意
に
よ
り
金
五
千

（
堂
友
會
記
事
）

杜
甫
の
世
界

建
安
文
皐
に
つ
い
て

黄
山
谷
の
詩

古
典
語
と
現
代
語

九
九

大

阪

大

學

紳

戸

女

大

四

天

王

寺

女

大

誹

日

，

大

京

都

産

大

大

阪

大

學

黒

川

洋

先

生

伊
藤
正
文
先
生

倉
田
淳
之
助
先
生

宮

地

裕

先

生

木

村

英

先

生

北

村

學

先

生

出

席

者

全

員

0
昭
和
四
十
四
年
五
月
十
二
日
理
事
田
中
健
二
氏
退
任
。

0
春
季
講
座
五
月
二
十
六
日
（
月
）
よ
り
三
十
一
日
（
土
）
ま
で
、
本

會
及
び
大
阪
大
學
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
援
で
、
大
阪
大
學
僭
學

部
四
階
第
二
諧
堂
に
於
て
、
毎
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、
第
三
十

七
回
懐
應
堂
講
座
開
講
、
聰
講
者
延
二
百
二
十
名
。

演
題
と
講
師

論
語
の
一
面

ー
，
孔
門
の
若
き
秀
オ
た
ち
ー

藤
井
竹
外



闘

也

の

寄

附

を

受

く

、

感

謝

に

堪

え

ま

せ

ん

。

裟

十
一
月
二
日
會
員
山
口
正
男
氏
よ
り
金
参
萬
闘
也
の
寄
附
を
頂
い
た

御
好
意
を
感
謝
す
る
と
同
時
に
維
持
會
員
に
推
學
し
た
。

十
一
月
十
日
堂
友
會
秋
季
見
學
會
を
行
う
。

梅
渓
先
生
の
御
指
尊
で
、
尼
崎
の
古
寺
、
史
蹟
の
見
學
を
し
た
。
先
づ
如

来
院
で
寺
賓
及
び
古
文
甚
を
拝
見
し
、
大
党
寺
、
本
典
寺
、
金
昌
寺
な
ど

順
次
見
學
し
、
各
寺
で
は
極
め
て
丁
重
な
る
歌
待
を
受
け
た
。
御
好
意
を

厚
く
感
謝
す
。
因
の
如
来
院
は
梅
漢
先
生
の
御
本
地
で
あ
る
。
嘗
日
寒
風

烈
し
く
會
員
の
肌
を
冷
や
し
た
。
参
加
會
員
三
十
餘
名

、
十
一
月
二
十
二
日
會
員
梅
深
昇
氏
よ
り
金
五
千
闘
也
の
寄
附
を
受
け

た
。
御
好
意
に
封
し
て
謹
ん
で
謝
慈
を
表
し
ま
す
。

四
十
四
年
三
日
十
三
日
委
員
桐
本
梅
之
助
氏
死
去
。

氏
は
多
年
委
員
と
し
て
熱
心
に
會
の
仕
事
に
御
盗
力
下
さ
っ
た
の
で
あ
る

が
、
敷
年
来
の
持
病
の
た
め
に
薬
石
の
効
な
く
幽
冥
境
を
異
に
さ
れ
た
こ

と
は
遺
憾
に
堪
え
ま
せ
ん
。
嘗
會
の
た
め
期
待
す
る
事
の
多
か
っ
た
の
に

今
は
空
し
く
温
容
に
接
し
得
な
く
な
っ
た
こ
と
に
封
し
て
深
く
哀
悼
の
意

と
表
し
ま
す
。

四
月
六
日
春
季
見
學
會
即
催
、
折
柄
開
催
中
の
日
本
國
喪
展
を
京
都

國
立
博
物
館
の
嫁
本
館
長
の
御
盛
力
に
よ
り
園
髄
見
學
し
た
。
國
賓
三
百

八
十
五
貼
を
一
堂
に
陳
展
し
て
あ
っ
た
の
を
観
買
し
た
。
し
か
し
混
雑
甚

だ
し
く
十
分
の
成
果
を
拳
げ
得
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
。
参
加

者
五
十
敷
名
。

七
月
十
九
、
二
十
日
夏
季
見
學
會
を
伊
勢
地
方
に
催
す
。
十
九
日
八

時
五
分
上
六
登
、
十
時
伊
勢
市
に
羞
、
そ
れ
よ
り
紳
宮
司
顧
の
鈴
木
庄
市

弱

報

先
生
の
御
指
尊
に
よ
り
豊
受
大
帥
宮
に
参
拝
し
、
つ
い
で
豊
宮
崎
文
庫
本

を
見
學
、
つ
い
で
皇
太
誹
宮
に
参
拝
し
た
。
内
外
雨
宮
と
も
御
垣
内
拝
證

し
た
。
記
念
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
後
帥
築
館
で
御
帥
築
を
奉
奏
し
た
。

つ
い
で
林
崎
文
庫
を
見
學
、
羅
山
の
孝
親
碑
や
、
宣
長
の
歌
碑
な
ど
を
見

た
。
つ
い
で
肺
宮
文
庫
で
、
特
別
、
費
重
国
籍
及
び
國
毀
玉
篇
叉
は
大
甕

平
八
郎
獣
本
な
ど
を
身
近
に
見
學
し
得
て
、
一
同
の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
。

そ
の
後
宿
所
の
朝
熊
山
金
剛
證
寺
に
着
く
。
寺
ぱ
五
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
で
あ
る
の
で
涼
氣
を
感
じ
た
が
、
た
ま
た
ま
今
度
は
努
音
の
野
外
演

奏
と
か
で
、
静
寂
な
る
霰
域
を
一
夜
中
か
き
胤
し
た
の
に
は
閉
口
し
た
。

た
め
に
一
同
の
安
眠
が
妨
げ
ら
れ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
っ
た
。

翌
朝
奥
の
院
、
八
大
龍
王
山
や
、
富
士
見
型
な
ど
散
策
し
て
國
賓
殿
を
拝

親
し
て
志
康
の
鳥
弱
港
に
下
り
、
時
間
を
利
用
し
て
散
歩
見
物
し
て
、
汽
車

て
瀧
原
騨
つ
き
、
千
古
の
老
杉
が
亭
々
と
し
て
天
を
靡
す
静
か
な
瀧
原
宮

の
肺
域
に
参
入
、
消
冽
な
と
ん
ど
川
の
水
に
楔
し
て
幽
迎
な
境
地
の
玉
砂

利
を
踏
ん
で
、
帥
鎖
ま
り
ま
す
瀧
原
宮
、
瀧
原
並
宮
に
参
罪
し
た
。
こ
の
宮

は
皇
大
誹
宮
が
五
十
鈴
川
邊
に
鎖
り
ま
す
前
四
年
程
候
に
宮
居
と
定
め
給

い
し
所
で
あ
る
。
そ
の
肺
々
し
さ
は
西
行
も
如
何
に
詠
み
た
ら
ん
と
思
ふ
。

そ
れ
よ
り
松
阪
の
鈴
の
屋
遺
蹟
に
行
く
。
時
間
外
に
も
拘
ら
ず
、
保
存
會

理
事
山
田
勘
蔵
氏
の
こ
ん
せ
つ
な
講
話
を
き
き
、
古
事
紀
仰
板
木
な
ど
の

遺
品
を
観
買
し
て
、
解
散
し
た
。
参
加
者
三
十
四
名
。
因
に
今
回
の
見
學

に
多
大
の
識
力
を
彿
わ
れ
た
山
口
正
男
氏
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
。

正
誤
表
三
十
九
披
九
十
六
頁
上
段
十
四
行
目
小
島
安
之
助
は
中
島
安
之
助
に

下
段
新
入
會
員
の
中
、
高
内
徳
雄
は
宮
内
徳
雄
の
誤
に
つ
き
訂
正

1
0
0
 



粟

報

今
日
は
た
い
へ
ん
な
ご
や
か
な
會
合
を
お
催
し
頂
き
ま
し
て
、
皆
様
の

懐
醤
談
を
拝
聴
致
し
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
惑
激
に
堪
へ
ま
せ
ん
。
是
は
甚

だ
失
證
な
申
様
で
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
文
學
の
道
に
梢
進
し
て
知
見
を
靡

め
ん
と
な
さ
っ
て
居
ら
れ
る
方
々
に
射
し
、
貰
に
親
近
惑
を
い
だ
く
者
で

あ
り
ま
す
。
就
き
ま
し
て
は
勝
手
な
申
様
で
有
り
ま
し
て
も
御
許
し
を
願

ひ
度
い
と
思
い
ま
す
。
若
し
失
言
で
あ
り
ま
し
た
ら
、
取
消
す
に
や
ぶ
さ

か
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。

皆
様
は
終
戦
前
の
懐
徳
堂
の
復
原
を
望
ま
れ
る
や
、
切
な
る
も
の
が
あ

る
と
存
じ
ま
す
。
時
恰
も
萬
霰
博
覺
會
の
準
備
が
着
々
と
進
行
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
此
の
テ
ー
マ
の
―
つ
に
取
入
れ
ら
れ
て
あ
る
敦
育
、
或
は
學
校

の
こ
と
は
、
時
宜
を
得
た
施
設
と
考
へ
ま
す
。
此
の
跡
地
利
用
の
事
に
就

て
は
、
嘗
路
の
責
任
者
は
勿
論
の
こ
と
、
事
業
参
加
の
諸
會
祉
各
位
に
於

て
も
、
種
々
苦
心
せ
ら
れ
居
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
此
の
好
機
會
を
と
ら

へ
て
吾
々
の
念
願
を
訴
え
て
、
懐
徳
堂
を
徳
川
藩
政
時
代
か
ら
仰
統
あ
る

學
問
の
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
後
世
に
僻
え
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と

と

存

じ

ま

す

。

‘

此
構
想
を
練
る
に
嘗
っ
て
は
、
都
心
を
離
れ
る
の
は
惜
む
べ
き
で
は
あ

り
ま
す
が
、
便
利
の
良
い
虞
で
は
土
地
を
求
め
る
の
は
困
難
で
あ
り
ま

堂

友

會

員

長

澤

座

談

會

誌

上

参

加

死
亡
田
中
吉
太
郎
、
桐
本
梅
之
助

入
會
者
河
口
消
太
郎
、
岡
崎
精
郎
、
板
東
圭
子

退

會

者

米

田

幸

雄

會

員

動

静

治

!
O
 

す
。
成
可
構
闘
を
大
き
く
取
っ
て
建
物
内
部
の
褻
更
或
は
少
々
の
移
縛
等

は
止
む
を
得
ん
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

此
の
青
高
旗
採
用
に
成
功
致
し
ま
す
れ
ば
、
後
の
年
々
の
経
螢
経
費
に

就
て
は
一
般
の
寄
附
に
侯
つ
こ
と
と
し
て
、
博
覧
會
終
了
後
の
時
期
を
見

計
っ
て
連
動
を
開
始
す
る
の
が
良
い
と
信
じ
ま
す
。
之
れ
を
聴
講
生
の
竪

と
し
て
骰
揚
し
、
所
期
の
目
的
を
逹
成
し
、
屈
會
に
貢
獣
し
、
懐
徳
堂
の

名
を
し
て
盆
々
光
輝
あ
ら
し
め
る
な
ら
ば
、
や
が
て
は
先
賢
先
儒
並
に
諸

先
生
及
闘
係
の
諸
賢
に
封
す
る
報
恩
の
道
か
と
思
い
ま
す
。
（
昭
和
四
十

二
年
秋
季
講
座
「
懐
偲
堂
座
談
會
」
(
+
月
二
十
一
日
）
紙
上
参
加
）

;

9

9

9

 

（
九
八
頁
下
段
よ
り
つ
づ
く
ー
ー
ヨ
ー
ロ
ソ
パ
八
ヶ
国
訪
問
記
）

疾
謳
す
る
沿
線
の
風
光
美
も
東
洋
と
は
大
き
く
異
な
り
、
極
め
て
美
し
い

田
園
が
廣
が
り
、
雑
草
は
一
切
眼
に
入
ら
ず
、
風
に
靡
＜
牧
草
は
光
り
、

遥
か
に
廣
＜
織
毛
を
し
き
つ
め
た
よ
う
に
燃
え
た
つ
グ
リ
ー
ン
、
伊
太
利

政
府
が
三
年
前
巨
額
の
投
資
に
よ
り
完
成
し
た
「
太
陽
の
道
」
は
、
日
本

の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
や
モ
ー
テ
ル
に
も
よ
く
似
て
旅
人
わ
れ
わ
れ
に
幸
ひ
を
興

へ
、
十
七
世
紀
以
前
の
古
城
も
懐
し
く
、
時
速
百
廿
キ
ロ
で
正
午
過
に
は

ロ
ー
マ
に
着
く
。
映
驚
「
終
着
騨
」
の
近
く
の
ホ
テ
ル
・
プ
レ
デ
シ
ン
ト

で
叢
食
を
喫
し
、
今
日
の
最
大
の
目
的
か
の
有
名
な
バ
チ
カ
ン
王
宮
シ
テ

ィ
を
訪
問
、
豪
荘
華
麗
を
極
め
た
大
理
石
づ
く
め
の
廻
廊
や
廣
場
の
噴
水

を
買
で
、
世
界
の
カ
ト
リ
ッ
ク
敦
聰
本
山
の
サ
ン
・
ペ
ト
ロ
大
寺
院
内
部

に
入
る
。
二
千
年
前
を
想
起
す
れ
ば
、
ミ
ケ
ラ
ア
ン
ゼ
ロ
や
レ
オ
ナ
ル
ド

・
ダ
ウ
ン
チ
の
巨
匠
逹
が
そ
の
嘗
時
青
鴬
顔
を
作
り
、
一
世
紀
も
か
け
て

建
築
し
た
と
云
ふ
。
正
に
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
、
の
言
葉
の
通

り
た
だ
讃
嘆
す
る
の
み
。
何
世
代
も
受
緞
が
れ
完
成
し
た
建
物
等
、
然
も

一
分
の
歪
も
な
く
大
理
石
で
稼
上
げ
、
軸
や
王
の
石
像
の
彫
刻
に
磨
き
を

か
け
た
永
久
の
メ
モ
リ
ア
ル
。
（
記
念
堂
）

日
本
も
今
一
歩
先
ん
じ
て
居
れ
ば
と
切
椒
拒
腕
、
慨
嘆
す
る
こ
と
久

し
。
次
に
サ
カ
ル
・
デ
・
マ
ル
ミ
少
年
院
を
訪
問
し
、
捌
嘗
官
に
接
見
、

青
少
年
の
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
ひ
、
パ
リ
に
向
ふ
。八
西
宮
地
属
保
設
司
＞




